


平成１２年度 大 東 町 健 康 調 査 票 ⑧
大東町保健福祉セ ンター

東京 女子 医科大学看護 学部

ご 挨 拶

皆 様 に お か れま して は い か が お 過 ご し で し塞 う か。 さ て、 大 東 町 保 健 福 社 セ ン タ ー で は
．

東京 女子医科 大学看護 学部と協働 して、 昨年度 から佳 民健康診 査に合 わ菅て皆 様方の健康調

査 を実施 して います。 これら から得 られ漢 した結果 は、 健康 障害の早期 発昆や 健康状態の 推

移 を昆守るの に役立ち、 漢た今後 の保健 衛生施策の向 上に涯用 さ晋て いき たい と考えており

ま す。

回答 して頂き 漢 した結 栗は丸 秘と して扱 い、 皆様の プライ バ シーが外 に漏出す る心配 はあ

り 漢 ぜ ん。 ご 多 忙 の 所、 誠 に 恐 縮 で は ご ざ い ま す 那、 健 康 調 査 の 趣 旨 に ご 理 解 を 頂 き
、

ご協

カ を 賜 れ ま す よ う、 お 願 い 串 し土 げ 漢 す。

なお、 これま での調査 結果は、 吉岡彌 生記念館あるい は保健福 祉セ ンタ ーにて御 覧頂くこ

と 淡 で き 漢 す百 さ らに 広 報 を 通 じて も 皆 様 に 結 果 を お 返 し して いき た い と 考 え て お り 漢 す。

これ らの結果 を皆様方の ご健康の維 持に活周 していだ だけれ ば幸 いです。

飽 区 氏名 性別 年齢

男 。 女

最 近、 ご自 分の 健 康 の程 度 を どの よ う に感 むて い ま す か管 当 て は 漢 る 数 字 にＯ 印 を
お付け下さい

及。 非 常 に 健 康 で あ る 蟹。 ま あ 健 康 で あ る ３． 健 康 で な い
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★以万の薇費搦な、 働 籟参断を受診さ施るナベτのλカ船 答差 万さけ ★

１． ご 家 族 に つ い て
、

お 伺 い しま す
。

１） ご一 緒 に住 んで いる ご家 族 は どな た です か。 当 ては まる 数 字す べて に○印 をつ け て

下さ い。 ま た、 ご本 人 を含 め た同 屠家族 の 人数 を（ ）内に、 ご記入 下さ い。

１． 祖 父 ２． 祖 母 ３． 父 ４． 母 ５． 配 偶 者 ６． 息 子

７． 娘 ８． 子 供 の 配 偶 者 ９． 孫 １０． 孫 の 配 偶 者 １１． そ の 他（ ）

同居家族の人数 計（ ）人

２） 同屠 してい る ご家族 のう ち、 病気 等 のた めに自 宅で 介護 が 必要 な方 や、 入 院 中の 方

カミお られ漢 したら、 記 入例 に な らっ て 以下 に ご記入 下 さ い。

記入 例：脳 梗塞 によ る有 半身麻 痒 のた め、 介護 が必 要な ８０ 歳 の 母と 同屠

（続 柄 ： 母 介言 ・ 入 院 １ 男 ・

①（続 柄 ：

②（続 柄 ：

８０歳 状況！病名 ： 脇錘塞による着半身の腐駒

介護 ・ 入院 １男 。女 １ 歳 状 況！病名 １

介 護 ・ 入 院 １ 男 。 女 １ 歳 状 況！病名 ：

２． あな た自 身 の 健康状 態 や受 療行 動、 お よび 員常 生活 の状 況 につい て、 お伺 い しま す。

１） 以 下の、 １～４ の うち で当 て はまる 健康 状態 すべて の 数字 に○ 印 を付 けて下 さ い。

ま た、 症 状／病気 につ い て は、 そ の 具体的 な内 容 を（ ）に ご記 入下 さい。

１． 健 康 で あ る

２． 多 少 気 に な る 症 状 は あ る が、 胃 常 生 活 に は 差 し支 完 な い．．．．

３． 気 に な る 症 状 は あ る が
， 特 に 治 療 は し て い な い．．．．

４
，

現 在
、

治 療 中 の 病 気 や 症 状 が あ る
．．。．．．． ．．．．．．．．．．．。、．．．

コ
’
１

コ
２） 冒 常生 活習 慣 につ い て丸 それ ぞ れの 当て はまる 数 字 に○ 印 を付 けて 下さ い。

（１）運動 を 定期 的 に行っ て い漢 す か。 運 動を 行っ ている 方 は、 運動 の 内容お よ び頻度 に つ
い て も、 （ ） 内 に、

ご 記 入 下 さ い。

五． は い （ を
丸 恥 週 ・月・年 に 【 】 回 程 度）

２． い い え

（２）毎 良 どの程 度、 睡眠 時間 を取 っ ていま す か。

１． ６ 時 間 以 下 ２． γ ～ ８ 時 間 ３． ９ 時 聞 以 上
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（３）間食 につ いて、 お答 え 下さ い。

又． ほ と ん ど 毎 目 食 べ る ２．

（４）朝食 につ い て、 お答 え 下 さい。

１． 毎 目 き ち ん と 食 べ る ２．

たまに食べる程度

たま に 抜く ことカミある

３． め っ た に 食 べ な い

３． め っ た に 食 べ な い

３． この １ 週 間の あ なたの お 体や 心の 状態 につ いて、 お伺 い しま す。 次 の よう に感 じた こ

と や行 動し１たこ とが、 どのく らい あった か につい て、 そ れぞれ の 項員 につ いて 当て は

ま る数 字 に○ 印 を付 けて 下 さい。
一

ほ と ん ど １ 少 し は
ＩＩＩｌ 時 々

Ｉ１ｌＩＩＩＩ
；

た い て い

；

なかっ た１ あつた １あつ た １そうだった

（ １ ）

ｌ
Ｉ
Ｉ
１ （ ２ ）

１
Ｉ
Ｉ
ｌ （ ３ ）

Ｉ
Ｉ
，
１

Ｉ Ｉ
ＩＩ１

（ ４ ）

１）普段 は何 でも ない こと が煩 わ しい １ ２ ３ ４
一１１■■■■■一’■Ｉ■，■■■’■’■’‘Ｉ１１一’１一一１１１一■■１１１１一’■１１１１’一‘■Ｉ … … … 一 一 一 … 一 一 … 一 一 一 一 ｛ 一 一 一 … 一 一 一 … … … 一 一 … … … 一 一 一 一 一 一 一 一

２）食 べたく ない。 食 欲か 落 ちた １ ２ ３ ４
一１０一，１１１■一１■■，１一’■，｛■‘■‘‘一，１‘‘■１１一■］■■１’■一一’１‘’“■１‘■■ 一 … 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 多 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 … … 一 一 一 一

３）家 族や 友 達 から励 ま して も らって も

気 分が 晴れ な い
１ ２ ３ ４

１１１ＩＩ■■｛１Ｉ＝’１１‘“■，１１‘“，■，‘Ｉ１‘‘一’’１■■■．■一■■ 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 吋 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 … 一 一 一 … 一 一 一 一 一 一 山

４）人 並 みに 良い 状態 だっ た １ ２ ３ ４
一一一一一・一一一一一一一一一一一・一 一一一一……一一一一一毛…一一…一一一一一一一 一一…一一一一一一 一

５）やっ てい るこ と に集 中す る こと が

難 し か っ た
１ ２ ３ ４

１’’，１’１一一■’■１一一一■１１ｕ’１１“’■１七■一一 一 … 一…一 一 一 … 一 一 一 一 一 … …一… … 一 … 一 一 一一一寺一 … 一 一 一 一 … 一 一 … … 一 … 一 一 一一 一 一 一

６）憂う つ であつ た １ ２ ３ ４
■Ｉ’■■ ‘’’１’ ■ ．一 ＾１ ＾ ■■ １ ■’’■■ ■１■■■１１ ” ■■１１１ １ ’■一１ ■．一 一 １■＝■Ｉ■ 一一．．■ ■’■’■Ｉ ■ … 一 ’’’■‘ １■’一‘’ ■■■■ 一 ■＾ １ 一 ＾ 一 ■ 一 ． 一 ＾ ■阯 ｉ ’ ■■

‘
１■

■
１ ０ Ｉ ■ １■ 一■■１ 一 山 阯 “ｌ １’ １－１ ，’‘．’ ” １１１１一 一１，１ 一一 一■１１ … １ … … … 一 加 …

７）何 をする の にも 骨が 折 れた １ ２ ３ ４

湧 ）こ 朋 硯 死 灰 不 ぞ 藩 轟 写１ ㌻ 一
’

て 考 え る こ と が で き る

１Ｉ■■山’１１－１１１一一１■１－１■山’ 川……

２ ３ ４

・一 一 一一一一 一一一一 一 一 一…一一 一 一 一一一一 一 一 一冷一 一 一一一 一 一・一 一 一一一 一 一一一 一一 一 一

９）過 去の こと につ い てく よく よ 考え る １ ２ ３ ４
一一 一 一一一一 一・一 一・一 一 一 一…一一一一一 一一 一毛一 一 一一一一一 一・一 一 一一 … …一 … 一 一… 一一一一・

１０）何 か恐ろ しい気持 ち がす る 五 ２ ３ ４
■’１■■’■■■■^ 一 ■一■一一 一一一 一 ’１，Ｉ’‘■‘，■１‘■‘＾一‘ 一 ’ 山 １■■一一 １１‘■■，１１ ’１ｌ’■１ ’■ … １ｉ“Ｉ１ 一山１一 一 山 一 山 … １一 … １ 一 山 山 山 … ’ ’ 亨 山 山 ＾ 一 一 一 一 一 一 一 血 一 山 … … 血 仙 血 山 一一 … 一 血 血 帖

１１）な かな か眠 れ ない １ ２ ３ ４
一 ……一 … 一一一一 一一… 一一 … 一一一 一一 一 一… 一 … … …一…一｛一・一・一 一 一…一一一 一 一 … 一一

１２）生活 につ い て不満 なく す ごせる １ ２ ３ ４
一一一…一一 一 一一 一一一…… … 一一一一一一 一・一一… …… 一 一・一一一令 ÷ 一一 一 一 一一… 一 一一 一一

１３）普段 より 口 数が少 な い。 帥ミ重 い １ ２ ３ ４
．。．。。。一。 凹． … …．、．＾。一 一。。、。．。。、、一．。一。… ＾ “ ’一。■・．・＾１＾・… ’一一・一・一 一 “ 一・■… “ ’・ …・… 一・・… ■・・＾ 一一 “ 一 … 山 … ｕ ｕ ’ 一 一 ’・ 山 一 山 ｛ ㎞ 一 … ・■・ 山 血 … ＾ …・ 山・・一 山 ■・ “ ・ 山 ‘一“・… ・ … ’ ’ … ・ 一 ’’ ’’ 山

１４）’人 ぼっ ち でさ び しい １ ２ ３ ４
一一・… … … ’Ｈ ＾ 山・… ０一 山 出 ’ … 一 … ’一山・一一一・一■一一 … … “ …^ ’ ’一’一一山 ’ …一■ 舳 ＾’一一山’’一一１一 一 一 一一‘ ＾ 一一一一・ 血 ’’一一 … … 一 一一 山 ■一

１５）皆 がよそ よ そ しいと 思 う １ ２ ３ ４
‘．，１．一一一 Ｈ …１山■山．’．．１１一一１１■１“ ’ 一 一 … １■■、■■■１０・■‘■…一■ｕ 一 ’ 一 ㎞ 血 血 ＾ 血 一 血 血 ’ … 耐 山 … 山 血 血 …一一 ’ 一 … ’ 山 ’ “ … … 山 … 一

１６）毎 冒が 楽 しい １ ２ ３ ４
一 山’ 山 …一 … ……山’…’一’’ ｝ … …

１７）急 に泣き 出 すこ と淋 ある … 五 ２ ３ ４
。。、“．■■。 山 一、１ 一 一．一一Ｉ。一、 阯・・… 一 一・一・一 ■ 一・ 一 “ … ・・’ 血 血 … 一・一・・ 一・… ■・’ 一・・■・・一’・■… 一 ・^ ＾ ’一 山 一 ’ … ・… 一 … … … 一 … 一 ’ 一 一 ｝ 一一 一 山 山

１８）悲 しい と感 むる １ ２ ３ ４
。．一．。一。’… ’ ’ 一・一・．… ・・■・…・一・・ 一 一 凹■ 一 … ・ … ｉ^一’血一一一一’ ’＾’ … ’… 一 山 ’ 一 一 一 血 一

１９）皆 が自 分を 嫌っ てい ると 感 じる １ ２ ３ ４
一…一■一 山 ㎜ ’ …一一 ’ 舳 血…山“一山 … ｝ 山一

２０）何 か を しよ うと 思っ て も手 につ か な

か つ た

…
… １ ２ ３ ４

…

＊ ご擦カ を 厨き、 どク る あ ク がと ク ご ざ〃 ぽ した、 ＊

＊ ６０岩季以三丘 の 方〆ま、 裏 の 頁／こる こ“凄３ス７マさ い。 ＊
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★ こ の 頁；ぽ、 ６ ０麦姦以五 の 労 のみ、 虎デ答差 万さ〃ら ★

４． 以 下の 活動 のそ れ ぞれ につ い て、
ご自 分がＦ行う（行 え る）」、

ｒでき な い」の いず れ かに

○印 を付 けて 下 さい。

１）バ ス や 電 車 を 使 っ て 一 人 で 外 出 す る
．。．．．．．．．．．．

２ ） 目 用 晶 の 買 い 物 を す る
．．．．．．．．．Ｉ．．．．．．． ．．．．．． ．．。．．．．．．

３ ） 自 分 で 食 事 の 用 意 を す る
．．．． ．．．．．．．．．．．．． ．．． 、 ．．．

４ ） 請 求 書 の 支 払 い を す る
．．．．． ．． ，．．、 ． ． ． ．．．．． ．． ．．．．．．

５ ） 預 貯 金 の 出 し 入 れ を す る
．．．．．．． ．． ． ．．．． ．．． ．． ．．．．，．

６ ） 年 金 な ど の 書 類 を 書 け る
．．．．．．．． ，． ．．．．．、，．．．．．．．，．．．

７ ） 新 聞 を 読 ん で い る

．． ．． ．． ．、 ．． ．． ．． ．． ．． ．． ．． ． ．， ．． ．． ． ． 、． ．． ，．、 ．

８ ） 本 や 雑 誌 を 読 ん で い る
．．．．．．．．．．．．，．．．。．．、，．。 ．。．。．．．．。

９） 健 康 に つ い て の 番 組 に 関 心 カミ あ る
，，。．。，。。．与 、 ．．．

１ ０） 友 達 の 家 を 訪 ね る こ と 添 あ る
．．．．． 。．．．．．．．．，．，．． ．．．

１１） 家 族 や 友 達 の 相 談 に 乗 る こ と が あ る
．．．．．．。．，．、．．

１ ２） 病 人 を 見 舞 う こ と カ ミ で き る
．．．．．、．、 ．．． ， ．．．．．．．．．。，

１３）若 い 人 に 自 分 か ら 話 し か け る こ と 淋 あ る．．。．．．

行う（行完る）

行う（行える）

行う（行える）

行う（行える）

行う（行える）

行う（行える）

行う（行完る）

行う（行える）

行う（行える）

行う（行える）

行う（行える）

行う（行える）

行う（行える）

２． で き な い

２． で き な い

２． で き な い

２． で き な い

２。 で き な い

２． で き な い

２， で き な い

２． で き な い

２． で き な い

２． で き な い

２． で き な い

２． で き な い

２． で き な い

５． あ なた の 生活 全体 に対 する 満 足度 につ いて、 お伺 い しま す。

下 の線 は一 番右 が 園常 生活 全 体に 最も 満昆 して いる とき で、 一番左 が 最も満 足 して い

な いとき を 表 すも のと しま す。 過去 一 ヶ月 聞の 生活 全体 に対 する満 足 の程度 を線 上 に

訂Ｘ」 印 で ご記 入 下 さ い。

【例】

最も不満足

（低い）

最も溝足

（高い）

＊ ご激カを 原き、 ぎク 邑あクがとク ござい婁 な虐直 ＊
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